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各大学の人材育成にかかる「理念」に裏打ちされた環境整備



新しい「教養」とは？

「正解のない問いに対し，意見の異なる他者との
議論を通じて思考を柔軟にし，”自分がよりより
と考える答え“にたどり着くこと」

藤垣裕子，柳川範之「東大教授が考えるあたらしい教養」（2019）
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アカデミック・リンクによる千葉大学の教育改革

目的：「考える学生の創造」
「生涯学び続ける基礎的な能力」「知識活用能力」を持つ学生の育成

アカデミック・リンク
「学習とコンテンツの近接」による能動的学習の実現

コンテンツ構築・提供，情報基盤，人的支援，学生のニーズに適した学習空間の統合・連携に
よる学習・教育の革新

コンテンツ・ラボ ティーチング・
ハブ

アクティブ・ラー
ニング・スペース

大学に対する社会的要請 学生のニーズ

○知識基盤社会、学習社会における市民の育成
○高等教育のグローバル化の中での質の維持・向上
○職業人としての基礎能力、創造的人材の育成

○自由に使える学習スペース
○文章作成力、ディスカッション能力、問題解決能力
○英語によるコミュニケーション能力

「千葉大学の教育･研究に対する意識･満足度調査報告書」（平成21年度）「学士課程教育の構築に向けて」（平成20年12月24日、中教審答申）

千葉大学中期目標・計画＜教育方法改善への取組、アクティブ・ラーニングの重視＞
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アカデミック・リンク
／附属図書館

• 西千葉（およそ15,000平方メートル）
• 2010,2011年度予算により「図書館旧館」
（1968年竣工）の耐震改修（2011年10月
オープン），アカデミック・リンク機能展
開のための増築（現在のN棟，I棟）を実施
（2012年3月オープン）

• 2012年度補正予算により「図書館新館」
（1981年竣工）の機能改善・増床を実施
し，現在のL棟を整備（2014年10月オープ
ン）
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図書館新館
（愛称：L棟）

図書館旧館
（愛称：K棟）

東棟（
増築）
（愛称
Ｉ棟）

南棟（増築）
（愛称：N棟）

学生
支援
セン
ター
（厚
生施
設）

かたらいの森
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千葉大学附属図書館，アカデミック・リンク・センターの建物構成

書庫・静寂な閲
覧席 書庫的空間

研究開発，コ
ンテンツ・ラ
ボ，ティーチ
ング・ハブ

アクティブ・ラー
ニング・スペース

書店
平成26年10月
新装オープン



アカデミック・リンク
／附属図書館
• 亥鼻（およそ3,700平方メートル）

• 1996年竣工
• グループ学習室を会話可能な学習
空間へと転用

• 亥鼻IT室を設置（2019年）

• 松戸（およそ1,000平方メートル）
• 以前の建物は1963年竣工（増築
1983年）。増築部分を園芸学部
事務棟として再生するとともに，
老朽化が進んでいた共同実験棟の
機能も含む形で2020年に竣工。

• 「アカデミック・リンク松戸」と
して園芸学部に相応しい新機能を
展開を検討
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空間
（場）

人的支
援

コンテ
ンツ
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電子
ジャー
ナル・
e-books

機関リ
ポジト
リ

「見る」「見られる」空
間での活動

オフィ
スア
ワー＠

AL

レファ
レンス
デスク
＠AL

ALSA
-LS

誰でも
使える
Web上
の資源

「1210あかりんアワー」授業

教材・
教科書
の電子
化

動画教
材、授
業映像

伝統的
図書館
蔵書

ブックツリー
（見せる書棚）

「授業資料ナビ」

学生から見たアカデミック・リンク
「学び」に導く刺激にあふれた場所，学びの基盤としてのコンテンツ，人的支援
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空間の考え方

• 開放性，透明性の高い空間（「見る」「見られる」環境）
• 機能分化（静寂空間／討議空間）
• 利用における自由度が高い（N棟：机，椅子，ホワイトボード
を自由に動かしてよい）

• 多様性の確保
• PC席も1人使用のみを想定しない

• 情報のインプットから成果の公表までを支援できる場

→偶然の出会い（人同士だけではない）があり，議論が生まれる
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多様な学習スタイルに対応
→「場」の価値の再発見



「見る，見られ
る」環境→「場」
の価値の再発見



見せる本棚
＝偶然の出会い



プレゼンテー
ションスペー
ス＝場を生か
すプログラム
の実施
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レファレンス・
デスクおよび院
生による学習相
談（「見られ
る」環境）



ハード面での満足度（2018年度学部卒業生全体）

出典「千葉大学の教育・研究」に対する意識・満足度調査報告書（2019）
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ソフト面での満足度（2018年度学部卒業生全体）

出典「千葉大学の教育・研究」に対する意識・満足度調査報告書（2019）
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